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一
般
に
更
年
期
と
は
、
女
性
の
閉
経
前
後
5
年

間
程
度
を
意
味
し
ま
す
。
女
性
の
閉
経
は
、
お
お

よ
そ
50
歳
頃
で
す
の
で
、
45
歳
か
ら
55
歳
く
ら
い

が
更
年
期
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
期
間

に
生
じ
る
体
の
様
々
な
変
化
を
更
年
期
障
害
と
呼

び
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
更
年
期
障
害
は
女
性
特
有

の
も
の
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
然
な

が
ら
男
性
に
も
45
歳
か
ら
55
歳
の
時
期
は
存
在
し

ま
す
し
、
丁
度
、
こ
の
頃
に
体
の
調
子
を
崩
す
人

も
多
い
こ
と
か
ら
、
次
第
に
男
性
の
更
年
期
障
害

に
も
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
年
代
の
男
性
は
仕
事
の
面
で
も
責
任
あ
る

立
場
と
な
り
、
多
く
の
社
会
的
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら

さ
れ
ま
す
。
ま
た
家
庭
面
で
も
親
の
介
護
や
子
供

の
教
育
問
題
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
悩
み
な
ど
ス
ト
レ

ス
が
絶
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
慢
性
的
な
ス
ト
レ

ス
は
精
神
的
な
疲
れ
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
同
時

に
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
肉
体
的
な
衰
え
も

始
ま
り
、
そ
の
た
め
若
い
頃
な
ら
何
で
も
な
か
っ

た
様
な
仕
事
量
が
こ
な
せ
な
く
な
る
な
ど
、
気
持

ち
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
特

に
こ
の
傾
向
は
、
仕
事
を
そ
れ
ま
で
目
一
杯
こ
な

し
て
き
た
男
性
に
目
立
ち
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
社

会
的
、
肉
体
的
、
精
神
的
な
変
化
で
生
じ
て
く
る

様
々
な
症
状
を
ま
と
め
て
「
男
性
更
年
期
障
害
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

女
性
に
し
か
存
在
し
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
更

年
期
障
害
が
実
は
男
性
に
も
存
在
す
る
と
い
う
概

念
は
極
め
て
新
鮮
で
、
は
や
く
か
ら
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
が
注
目
し
た
こ
と
も
あ
り
、
今
で
は
一
般
社
会

へ
浸
透
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
医
学
的
に
は
男
性

更
年
期
障
害
と
い
う
名
称
で
は
な
く
、
加
齢
男
性

性
腺
機
能
低
下
症
（late-onset hypogonadism

 

（
L
O
H
）
症
候
群
）
と
い
う
医
学
病
名
で
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
L
O
H
症
候
群
は
「
加
齢
に
伴
う

血
中
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
低
下
に
基
づ
く
生
化
学
的

な
症
候
群
」
と
国
際
的
に
定
義
さ
れ
て
お
り
、
一

般
に
男
性
更
年
期
障
害
も
ほ
ぼ
同
様
に
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

男
性
更
年
期
障
害
は
ど
う
し
て

起
こ
る
の
か

女
性
に
は
閉
経
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
劇

的
な
変
化
が
あ
り
ま
す
。
女
性
の
更
年
期
障
害
は
、

女
性
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
分
泌
が
、

更
年
期
に
劇
的
に
低
下
す
る
こ
と
に
よ
り
起
こ
り

ま
す
。
男
性
更
年
期
障
害
も
女
性
と
同
じ
よ
う
に
、

男
性
ホ
ル
モ
ン
と
密
接
に
関
連
し
て
い
ま
す
。
男

性
に
は
閉
経
の
よ
う
な
劇
的
な
変
動
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
、
加
齢
と
と
も
に
男
性
ホ
ル
モ
ン
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は
次
第
に
低
下
す
る
の
で
す
。

男
性
ホ
ル
モ
ン
は
副
腎
と
精
巣
で
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
か
ら
作
ら
れ
ま
す
。
圧
倒
的
に
精
巣
で
の
分

泌
量
が
多
く
、
精
巣
性
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
代
表
が

テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
で
す
。
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
の
分
泌

は
脳
か
ら
の
指
令
で
調
節
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
表

1
）。
具
体
的
に
は
、
視
床
下
部
か
ら
分
泌
さ
れ

る
性
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
（
G
n
R
H
）
が
下
垂
体

前
葉
に
作
用
し
て
、
黄
体
化
ホ
ル
モ
ン
（
L
H
）

を
分
泌
さ
せ
ま
す
。
こ
の
L
H
が
精
巣
の
ラ
イ
デ

ィ
ッ
ヒ
細
胞
に
作
用
し
て
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
の
分

泌
を
促
し
ま
す
。

加
齢
に
よ
り
精
巣
重
量
が
低
下
し
、
ラ
イ
デ
ィ

ッ
ヒ
細
胞
数
は
減
少
し
ま
す
。
ま
た
ラ
イ
デ
ィ
ッ

ヒ
細
胞
自
身
が
老
化
す
る
こ
と
か
ら
、
L
H
に
よ

る
反
応
性
が
低
下
す
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
加
齢
に
よ
る
ラ
イ
デ
ィ
ッ
ヒ
細
胞
の
質
的
量

的
減
少
が
、
血
中
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
を
低
下
さ
せ

ま
す
。

実
際
、
日
本
人
男
性
の
血
中
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン

値
は
加
齢
と
と
も
に
減
少
し
て
い
ま
す（
図
表
2
）。

一
般
に
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
は
、
そ
の
受
容
体
を
有

す
る
様
々
な
臓
器
に
重
要
な
作
用
を
有
し
て
い
ま

す
の
で
、
そ
の
低
下
は
そ
れ
ら
の
臓
器
の
働
き
を

悪
化
さ
せ
、
そ
れ
が
男
性
更
年
期
障
害
を
引
き
起

こ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

脳
ホルモン分泌を
指令

精巣
ホルモンを分泌

十分な指令

脳
性欲
記憶
認知力
集中力

皮膚
脱毛
皮脂合成

骨
骨伸長増加
骨端閉鎖

骨髄
幹細胞刺激

筋肉
筋肉量、筋力増加

肝臓
血清蛋白合成

生殖臓器
陰茎
精巣
前立腺

腎臓
エリスロポイエチン産生
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図表1　男性ホルモンとは

図表3　テストステロンの作用

図表2　日本人男性の血中テストステロン値の年齢による変化
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男
性
更
年
期
障
害
の
症
状

テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
は
様
々
な
作
用
を
有
し
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
骨
格
筋
量
・
筋
力
へ
の
作
用
、

骨
密
度
へ
の
影
響
、
認
知
能
へ
の
影
響
、
幸
福
感

な
ど
の
ム
ー
ド
に
代
表
さ
れ
る
心
理
的
影
響
、
性

欲
、
勃
起
能
を
含
む
性
機
能
へ
の
影
響
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
（
図
表
3
）。

男
性
更
年
期
障
害
の
患
者
は
、
血
中
テ
ス
ト
ス

テ
ロ
ン
が
低
下
す
る
こ
と
か
ら
、
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン

に
よ
り
維
持
さ
れ
て
き
た
重
要
な
機
能
の
悪
化
を

引
き
起
こ
し
、
結
果
と
し
て
様
々
な
症
状
が
出
現

し
ま
す
。
一
般
に
、
そ
の
症
状
は
大
き
く
3
つ
に

分
類
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
表
4
）。

精
神
・
心
理
症
状

落
胆
、
う
つ
、
苛
立
ち
、
不
安
、
神
経
過
敏
、

生
気
消
失
、
疲
労
感
、
集
中
力
低
下
な
ど
が
含
ま

れ
ま
す
。
特
に
う
つ
は
中
高
年
の
発
症
す
る
う
つ

病
と
判
断
が
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

う
つ
に
な
る
と
そ
れ
だ
け
で
血
中
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン

値
が
低
く
な
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
、
う
つ
と
テ

ス
ト
ス
テ
ロ
ン
値
は
ど
ち
ら
が
原
因
で
ど
ち
ら
が
結

果
な
の
か
が
わ
か
り
づ
ら
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
体
症
状

関
節
・
筋
肉
関
連
症
状
、
発
汗
、
ほ
て
り
、
睡

眠
障
害
、
骨
粗
鬆
症
、
肥
満
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
の
抗
肥
満
作
用
は
古
く
か
ら
注

目
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
更
年
期
の
テ
ス
ト
ス
テ
ロ

ン
の
低
下
が
中
高
年
男
性
の
肥
満
に
も
関
連
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

精神・心理症状
落胆、うつ、苛立ち、不安、
神経過敏、生気消失、疲労感、
記憶・集中力低下

身体症状 関節・筋肉関連症状、発汗、ほてり、
睡眠障害、肉体的消耗感、骨粗鬆症

性機能関連症状 性欲低下、勃起障害、射精感の消失

症状
なし 軽い 中等度 重い 非常に重い

1点 2点 3点 4点 5点

1 総合的に調子が思わしくない

2 関節や筋肉の痛み

3 ひどい発汗

4 睡眠の悩み

5 昼間によく眠くなる、
しばしば疲れを感じる

6 いらいらする

7 神経質になった

8 不安感

9 体の疲労や行動力の減退

10 筋力の低下

11 憂うつな気分

12 「絶頂期は過ぎた」と感じる

13 力尽きた、どん底にいると感じる

14 ひげの伸びが遅くなった

15 性的能力の衰え

16 早期勃起（朝立ち）の回数
の減少

17 性欲の低下

・17点〜26点…更年期障害なし
・27点〜36点…軽度
・37点〜49点…中等度
・50点以上……重症

図表4　男性更年期障害の症状

図表5　Aging Males Symptom（AMS）スコア 　　 点
85点
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性
機
能
関
連
症
状

性
欲
低
下
、
勃
起
障
害
、
射
精
障
害
な
ど
で
す
。

性
機
能
関
連
症
状
以
外
は
女
性
の
更
年
期
障
害
の

症
状
と
ほ
ぼ
同
じ
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
の
報
告

で
は
、
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
の
低
下
に
伴
い
、
ま
ず

性
欲
が
低
下
し
、
次
に
活
力
の
低
下
、
肥
満
、
う

つ
、
睡
眠
障
害
な
ど
が
生
じ
、
最
終
的
に
勃
起
障

害
を
呈
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
症
状
の
把
握
に
は
通
常
様
々
な
質
問

票
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
最
も
使
用

さ
れ
て
い
る
の
はA

ging M
ales S

ym
ptom

 

（
A
M
S
）
ス
コ
ア
で
す
。
A
M
S
ス
コ
ア
に
は
精

神
心
理
症
状
に
関
す
る
質
問
が
5
問
、
身
体
症
状

に
関
す
る
質
問
が
7
問
、
性
機
能
関
連
症
状
に
関

す
る
質
問
が
5
問
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
質
問
に
対
し
て
5
段
階
で
回
答
す
る
た
め
、
合

計
85
点
で
評
価
し
ま
す
。
17
点
か
ら
26
点
が
更
年

期
障
害
な
し
、
27
点
か
ら
36
点
が
軽
度
、
37
点
か

ら
49
点
が
中
等
度
、
50
点
以
上
が
重
症
と
分
類
さ

れ
ま
す
（
図
表
5
）。

男
性
更
年
期
障
害
に
対
す
る
治
療

男
性
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
が
治
療
の
中
心
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
補
充
療

法
を
行
っ
た
際
、
骨
密
度
、
体
格
、
筋
力
、
身
体

能
力
、
認
知
能
力
、
ム
ー
ド
、
性
機
能
な
ど
が
改

善
し
た
と
す
る
研
究
成
果
は
多
数
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
海
外
で
は
注
射
剤
、
経
口
剤
、

皮
下
埋
め
込
み
剤
、
経
皮
剤
、
経
歯
肉
剤
な
ど
多

数
の
男
性
ホ
ル
モ
ン
性
剤
が
市
販
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
日
本
で
は
そ
の
種
類
が
極
め
て
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
実
際
、
日
本
で
推
奨
さ
れ
て
い
る
男
性

ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
は
以
下
の
3
つ
で
す
。

（
1
）
エ
ナ
ン
ト
酸
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
の
補
充

エ
ナ
ン
ト
酸
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
を
1
回
1
2
5

mg
、

2
〜
3
週
毎
、
も
し
く
は
2
5
0

mg
を
3
〜
4
週

毎
に
筋
肉
注
射
す
る
。

（
2
）
胎
盤
性
性
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
（
h
C
G
）
の

補
充

胎
盤
性
性
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
（
h
C
G
）
を
1

回
3
0
0
0
〜
5
0
0
0
単
位
、
週
1
〜
2
回

も
し
く
は
2
週
毎
に
筋
肉
注
射
す
る
（
図
表
6
）。

（
3
）
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
含
有
の
軟
膏
の
使
用

テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
を
含
有
す
る
軟
膏
を
1
回
3
ｇ
、

1
日
1
〜
2
回
陰
嚢
皮
膚
に
塗
布
す
る
。

こ
の
う
ち
、
エ
ナ
ン
ト
酸
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
の
筋

肉
注
射
が
最
も
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
治
療
の
欠
点
と
し
て
、
注
射
後
数
日
間
テ
ス

ト
ス
テ
ロ
ン
値
が
正
常
範
囲
を
大
き
く
逸
脱
し
、

そ
の
後
急
激
に
低
下
し
、
次
回
注
射
前
に
な
る
と

し
ば
ら
く
低
値
を
示
す
と
い
う
“
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー

ス
タ
ー
現
象
”が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

注
射
前
の
「
落
ち
込
み
」
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

h
C
G
製
剤
を
用
い
た
治
療
は
、
エ
ナ
ン
ト
酸

脳
ホルモン分泌を
指令

精巣
ホルモンを分泌

指令を
強めるように

働く

指令が弱い

図表6　hCGホルモンとは
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テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
よ
り
“
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
現

象
”
の
程
度
は
軽
度
で
す
が
、
注
射
の
た
め
に
医

療
機
関
を
受
診
す
る
回
数
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
含
有
軟
膏
に
よ
る
治
療
は
、

投
与
が
簡
便
で
そ
の
治
療
効
果
も
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
薬
剤
が
日
本
薬
局
方
非
収
載
薬

品
の
た
め
比
較
的
高
価
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

男
性
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
の
副
作
用
と
し
て
、

肝
機
能
障
害
、
心
・
循
環
器
異
常
、
多
血
症
な
ど

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
立
腺
癌
の
発

症
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
治
療
前
と

治
療
中
に
定
期
的
な
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
（
P
S
A
）

の
測
定
を
行
い
ま
す
。

現
在
ま
で
に
男
性
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
に
よ
る

前
立
腺
癌
の
発
生
増
加
に
関
し
て
医
学
的
に
証
明

さ
れ
た
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
女
性
の
更
年
期

障
害
に
対
す
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
投
与
が
、
乳
癌
の

発
生
率
を
上
昇
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議

論
が
残
っ
て
い
る
の
と
同
様
、
長
期
的
な
研
究
成

果
が
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
前
立
腺
癌
の

疑
い
が
な
く
と
も
、
前
立
腺
体
積
が
非
常
に
大
き

い
患
者
や
排
尿
障
害
を
自
覚
し
て
い
る
患
者
も
、

男
性
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
に
よ
り
、
さ
ら
に
排
尿

障
害
を
悪
化
す
る
可
能
性
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

更
年
期
以
降
の
男
性
の
健
康
管
理

最
近
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
と
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
に
は
密
接
な
関
係

が
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
数
例
の
検
討
で
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
呈
す
る
男
性
は
、
健

康
な
男
性
よ
り
血
中
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
値
が
低
い

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、
我
々
の
検
討

で
も
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
値
が
低
く
な
る
と
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
呈
す
る
危
険
性
が
高
ま
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
（
図
表
7
）。

同
時
に
血
中
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
値
が
低
く
な
る

と
、
高
血
糖
、
高
血
圧
、
脂
質
代
謝
異
常
、
肥

満
も
生
じ
や
す
い
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

血
中
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
値
と
動
脈
壁
の
厚
さ
が
関

係
し
て
い
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
血
中
テ
ス
ト
ス

テ
ロ
ン
値
が
低
い
と
動
脈
硬
化
を
起
こ
し
や
す
い

と
い
う
結
果
で
す
。
実
際
、
血
中
テ
ス
ト
ス
テ
ロ

ン
値
の
低
い
男
性
の
方
が
、
心
血
管
系
イ
ベ
ン
ト

（
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
）
に
よ
り
死
亡
す
る
率
が

高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
更
年
期
に
さ
し
か
か
っ

た
男
性
は
、
血
中
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
値
を
維
持
す

る
よ
う
心
が
け
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
食
事
を
し
っ
か
り
摂
り
、
十

分
な
睡
眠
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
テ
ス
ト
ス

テ
ロ
ン
が
上
昇
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ

な
ど
の
軽
い
運
動
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
も
お
す

す
め
し
ま
す
。
社
会
的
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
こ

と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
が
、
若
い
頃
と
同
じ
仕
事

量
を
こ
な
そ
う
と
せ
ず
、
少
し
ペ
ー
ス
を
落
と
し
、

仕
事
を
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
様
に
す
る
こ
と
も

重
要
で
す
。
会
話
を
楽
し
む
こ
と
、
生
き
が
い
を

見
つ
け
る
こ
と
も
大
事
で
す
（
図
表
8
）。
何
よ
り

体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
時
は
医
療
機
関
を
受
診
し
、

一
度
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
を
測
定
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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血中テストステロン値

1．食事をしっかり摂る
（特に肉や魚などのタンパク質）

2．散歩やジョギングなど運動を
定期的に行う

3．会話を楽しむ

4．生きがいを見つける

5．十分な睡眠を取る

図表7　血中テストステロン値とメタボリックシンドロームの
なりやすさの関係

図表8　日常生活で心がけること


